
11月17日 二本松市立原瀬小の児童が移川の建設現場を見学しました
将来の担い手確保に向けて、子供のうちから建設業に対する理解を深め魅力を知ってもらえるよう、

小学生を対象とした建設現場見学会を開催しました。
令和元年東日本台風で被災した移川（二本松市下長折地内）の改良復旧事業の現場で実際の工事の見

学や重機試乗などの体験をしてもらいました。

県北建設事務所 企画管理部長が
「安全・安心を守るために働いて
いる人達の姿を目に焼きつけてく
ださい」とお願いしました。

県北建設事務所職員が工事の必
要性や内容等を児童達の目線で
理解できるよう、わかりやすく
説明しました。

工事現場で使用される機器を体験

① ②

③ ④

ミニドローン

本県の基幹産業である建設業は、社会基盤の整備をはじめ維持管理、除雪及び災害対応など、県民の安全・安
心な暮らしを支えるうえで必要不可欠な「地域の守り手」としての役割を担っています。県では、建設業が持続
可能で活力ある産業となるよう、「第２次ふくしま建設業振興プラン」に基づき、建設業振興に向けた様々な取
組を行っています。

菅野建設工業(株)現場代理人の
松兼さんが、工事の進み具合
の説明や現場案内を行いまし
た。

←①興味深く真
剣に耳を傾ける
児童達

目標物をのぞく
児童達 ②→

←③コントロー
ルに苦戦する児
童達

測量機器を使っ
てみよう！

ミニドローンを
操縦してみよう！

コンクリート強
度を試験してみ
よう！
初めて手にする
シュミットハン
マーに、皆、興
味津々 ④→
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実際の工事現場を見学

建設機械を体感

感想

二本松市立原瀬小学校の皆さん
（前列より５年生７名・６年生１０名）

ブルブル

ブルブル

児童からの言葉

機械だけじゃないんだね 機械が通った後の土の表面がきれい！

小型バックホウのアームを上下に
操作したよ！

大きな機械の運転席からの眺めは初
めて！

振動ローラから伝わる地面の震動
は体全身がプルプル！

いつも体験しないような事や、普段生活で使わないような物を体験させていただきました。
少し難しいことなどありましたが、とても楽しかったです。このような機会を作っていただき、ありがとうござい
ました。


